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農林水産総務課
Ⅰ 農 業 総 務 費

１. 農業委員会等運営事業 120,360 83,013

補◯単◯

２. 新農林水産業戦略プロ 96,634 111,594

ジェクト推進事業 単◯

Ⅱ 農業改良普及費

１. 新農業人あんしん自立 14,186 16,702

支援事業 単◯

Ⅲ 農業経営対策費

１. 都市農村交流型アグリ 7,738 7,900

ビジネス支援事業 単◯

Ⅳ 農 業 振 興 費

１. わかやまブランド支援 3,203 4,292

事業 単◯

２. 次世代につなぐ低コス 30,976 35,200

ト優良園地づくり事業単◯

Ⅴ 農業協同組合指導費

１. 組合検査事業 単◯ 8,968 9,375

Ⅵ 土 地 改 良 費

１. 県単小規模土地改良事 125,350 127,500

業 単◯

Ⅶ 農 地 調 整 費

１. 自作農財産管理等特別 17,652 19,177

事業 補◯

Ⅷ 山村振興対策費

１. 住みよい山村集落総合 63,122 65,308

対策事業 単◯
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平成22年度 平成21年度

農林水産部 24, 406, 441 24, 726, 649

農業者の地位向上を目的とした市町村農業委員会及び県農

業会議による活動を助成するために要する経費

県長期総合計画に掲げる農林漁業者の所得向上を図るため､

地域により異なる課題に対応した生産・加工・流通・販売

対策の総合的な取組 (戦略プロジェクト) を推進するため

に要する経費

新規就農者を確保するための就農奨励金と就農安定資金､

農地の無償貸付により､ 円滑な就農・定着を促進するため

に要する経費

農家民泊や農産物の収穫・加工体験等の体験交流施設の整

備等に要する経費

潜在力のある県産品の高付加価値化を図るために､ 専門ア

ドバイザーを派遣し､ 製品の開発支援と販路開拓支援を行

うために要する経費

園内作業道や傾斜の緩和と改植を組み合わせ､ 低コスト優

良園地づくりを支援するために要する経費

農業・水産業協同組合及び森林・農業共済組合の適正な事

業運営を担保するための常例検査等に要する経費

国の採択基準に満たない農道整備､ かんがい排水､ ため池

保全､ ほ場整備等を実施する団体への助成に要する経費

自作農財産の管理・処分に要する経費

山村資源の活用及び集落基盤の整備を総合的に実施し､ 安

全・安心な活力ある山村集落づくりを支援するために要す

る経費
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Ⅸ 水産業振興費

１. がんばる漁業者支援事 5,682 5,851

業 単◯

Ⅹ 試験場費 [農業関係]

(農業試験場)

１. 花きの品質・生産性向 7,690 8,197

上技術の開発事業 受◯単◯

２. 高設栽培でのイチゴ高 3,610 5,583

品質連続多収生産技術

の開発事業 単◯

３. 新◯梅調味廃液利用高窒 9,223 ―

素・低臭鶏糞堆肥製造

による資源リサイクル

事業 単◯

(果樹試験場)

１. 異常気象に対応したウ 3,400 3,300

ンシュウミカン新潅水

指標の作成事業 単◯

２. 日本一ニューブランド 4,772 5,238

うめ新品種の育成事業

受◯単◯

３. 新◯高機能性うめ果実の 6,800 ―

安定供給技術開発事業受◯

４. 新◯モーションセンサを 5,200 ―

用いた害獣追い払いシ

ステム開発事業 単◯

５. 新◯新枝梢管理と花芽調 2,791 ―

節によるかきの簡易・

省力栽培技術開発事業

受◯単◯

６. 新◯ももの難防除病害せ 2,884 ―

ん孔細菌病の生態に関

する研究事業 単◯

(暖地園芸センター)

１. 実エンドウの生理機能 3,650 7,618

の解明による高品質・

多収生産技術開発事業単◯

２. 新◯特産花き・野菜のオ 2,963 ―

リジナル品種育成事業

受◯単◯

３. 新◯暖地特産花き・野菜 5,265 ―

の安定生産技術開発事

業 受◯単◯
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地域を支える中核的な漁業者の育成を図るため､ 漁業士等

への支援や研修及び担い手の確保に積極的に取り組む漁協

が実施する漁業研修等を支援するために要する経費

スプレーギク等の経営安定と産地強化を図るため､ 超省エ

ネ低コスト栽培技術の開発と年間作付回数の増加のための

新しい生育促進技術の開発に要する経費

イチゴの高設栽培において栽培ほ場での株の冷却技術と効

率の高いＣＯ２施用技術を開発し､ 収穫の中休みが発生し

ない高品質果実の連続多収生産技術の確立に要する経費

梅調味廃液を鶏糞に添加し､ 堆肥化過程でのアンモニアガ

ス揮散を抑制することで､ 高窒素・低臭鶏糞堆肥を製造す

るための技術とその施用方法の確立に要する経費

最近の気象変化に対応した高品質ミカン連年生産のための

土壌タイプ別 ｢新潅水指標｣ の作成に要する経費

うめの重要病害の黒星病などの病害抵抗性や高温・乾燥ス

トレスに耐性を持った優良新品種の育成に要する経費

機能性の高いウメ果実を安定的に供給するための栽培管理

技術および香気・色素成分の活用技術の開発に要する経費

イノシシの接近をセンサーで検出し､ 光 (ＬＥＤ) や爆音

などを組み合わせた追い払い装置の開発に要する経費

かき産地の高齢化に対応し､ 新規就農の促進を容易にする

摘蕾・摘果の省力化技術及びせん定容易な低樹高の開発に

要する経費

せん孔細菌病に対する効果的な防除技術の確立が強く求め

られており､ 的確な防除指導を行うために､ 多様な微生物

相の中から病原菌のみを検出する技術を開発し､ 病原菌の

動態を解明するために要する経費

温度､ 光､ 土壌環境への応答機構の生理的解明に基づく実

エンドウの高品質・多収生産技術を開発するために要する

経費

本県特産花き・野菜の優良オリジナル品種の育成とイオン

ビーム育種技術の開発に要する経費

スターチス､ 実エンドウ､ ミニトマトの高温期の安定生産

や裂果抑止策等の技術開発に要する経費
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� 試験場費 [畜産業関係]

(畜産試験場)

１. 環境にやさしい畜産の 6,329 6,809

確立事業 単◯

２. バイテク利用による熊 3,751 3,822

野牛増産事業 単◯

３. 有機性資源リサイクル 7,111 3,692

技術開発事業 受◯単◯

４. 和歌山版エコフィード 7,884 8,464

の開発事業 単◯

� 試験場費 [林業関係]

(林業試験場)

１. 紀州材の強度性能に関 1,138 2,615

する研究事業 単◯

２. 新◯森林の循環利用に向 1,656 ―

けた管理技術の開発事

業 単◯

ⅩⅢ 試験場費 [水産業関係]

(水産試験場)

１. 漁業資源・漁場調査と 14,632 15,039

情報提供事業 補◯受◯単◯

２. 漁場長期予報さきどり 5,257 5,257

！事業 単◯

３. 海水温上昇に伴う水産 1,800 2,000

業への影響評価並びに

適応策の検討事業 単◯

４. 新◯藻場再生技術の確立 3,300 ―

事業 受◯単◯

食 品 流 通 課
Ⅰ 農 業 振 興 費

１. 県産品販路開拓コーデ 19,508 19,874

ィネート事業 単◯

２. 通信販売戦略構築事業単◯ 3,303 8,340

３. わかやま喜集館運営事 14,700 15,485

業 単◯
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中山間地域の活性化と新規就農支援を図るため､ 本県のブ

ランド化特用家畜であるイノブタの飼養管理技術向上に取

り組むとともに､ 有機性資源の地域リサイクルに要する経

費

受精卵移植技術を基礎として､ 体外受精卵､ 雌雄判別卵及

び卵子のガラス化保存卵技術などのバイオテクノロジーを

活用した牛の生産技術を確立し､ 熊野牛の資質向上に要す

る経費

循環型社会の構築､ 安全安心な畜産物生産のため､ 有用な

有機資源をリサイクルし､ 付加価値のある畜産物を生産す

る技術を開発するために要する経費

養鶏業の経営安定に資するため､ 食品残渣および県内未利

用資源を活用した ｢和歌山版エコフィード｣ の開発及び低

コスト飼養技術の確立に要する経費

紀州材の需要拡大を目的として､ スギ中目材の梁・桁等横

架材及びヒノキ材を土台に使用する際求められる強度性能

の実証に要する経費

長伐期施業に対応した森林管理技術の開発や公益的機能が

発揮されるヒノキ・マツ品種の開発に要する経費

本県にとって重要な水産資源の回復と持続的利用を図るた

め､ その科学的基礎となるＴＡＣ魚種を中心とした資源評

価と漁場調査を実施するとともに､ 各種の調査速報や情報

を漁業者に提供するために要する経費

２ヶ月先の海況を予測し､ シラスとカツオ漁場形成並びに

２週間先の水深別流行予測を行い､ 巻き網漁場について予

測を行うためのモデルを構築するために要する経費

本県沿岸海域の水温上昇指標を作成するとともに環境に対

応する海藻類の作出並びに今後の漁獲対象魚種の予想に要

する経費

和歌山県各地先に対応した海藻種の種苗生産技術､ 藻場造

成技術の確立に要する経費

大手量販店・高級スーパー等を中心に県産品の販路拡大を

図るために要する経費

魅力ある県産品を販売する新たなマーケットとして､ 通信

販売を活用した販路拡大を構築するために要する経費

東京有楽町にある和歌山県アンテナショップから首都圏に

おいて広く県産品を紹介するために要する経費
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４. 県産農産物販路拡大推 10,200 12,337

進事業 単◯

５. 国内大型展示会出展事 24,566 25,580

業 単◯

６. 和歌山県農水産物・加 15,776 16,372

工食品輸出促進事業 単◯

７. 県産品大消費地情報発 11,529 11,629

信事業 単◯

８. 新◯卸売市場施設整備事 7,735 ―

業 補◯

農業農村整備課
Ⅰ 農 業 総 務 費

１. 中山間地域等直接支払 1,020,115 1,019,221

事業 補◯

Ⅱ 土 地 改 良 費

１. 中山間ふるさと・水と 33,613 35,958

土保全対策事業 補◯

２. 国営造成施設管理事業単◯ 26,610 71,619

３. 国営事業等負担金事業単◯ 527,467 1,169,731

４. 国営造成施設管理体制 81,360 81,360

整備促進事業 補◯

５. 水土里のむら機能再生 7,500 7,500

支援事業 補◯

６. 農地・水・農村環境保 34,240 36,500

全向上活動支援事業 補◯

７. 農業用水水源地域保全 4,700 15,000

対策事業 補◯

８. 県営かんがい排水事業補◯ 80,966 139,494

９. 基盤整備事業 補◯ 175,989 249,479

10. 県営畑地総合整備事業補◯ 512,400 305,150
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ＪＡと連携し､ 青果物と加工食品を取り扱うモデル店舗に

よる販売網を築き､ 県産品の販路拡大に向けた取組を広域

的に展開するために要する経費

本県農水産物・加工食品の流通促進のため､ 国内最大級の

国際見本市等に出展するために要する経費

県産農水産物・加工食品の海外販路開拓に要する経費

首都圏での百貨店催事や食品メーカーとのタイアップなど

わかやま産品の情報発信を行うための経費

和歌山市中央卸売市場における冷蔵庫棟の立て替えに要す

る経費

中山間地域等における耕作放棄の発生を防止し､ 農地の多

面的機能を確保するため､ 農業生産活動等を行う農業者に

対し直接支払いを実施するために要する経費

土地改良施設及び棚田地域等の有する多面的機能の良好な

発揮と地域住民活動の推進を図るために要する経費

国営十津川紀の川土地改良事業で造成した施設の維持管理

費負担に要する経費

国営事業にかかる負担金､ 償還金及び (独) 森林総合研究

所が実施する黒潮フルーツライン区域農用地総合整備事業

にかかる地元負担､ 償還に要する経費

農業水利施設の多面的機能の発揮等について､ 地域におけ

る取組を促進する観点から､ 県が市町村と連携し､ 土地改

良区の管理体制整備を図るために要する経費

中山間地域の ｢むら機能｣ を活性化させ､ 耕作放棄地の解

消や､ 棚田等の多面的機能の保持と農村景観の保全を促進

するワークショップの実施に要する経費

農地・農業用水等の地域資源を､ 農家のみならず自治会､

非農家､ ＮＰＯなど多様な主体の参画により持続的かつ質

の高い保全活動へ誘導し､ 農業の持続的な発展を図るため

の支援に要する経費

水の恩恵を受けている下流地域の農業者や地域住民等が水

源地域を取り巻く現状や課題について理解を深めることや

水源地域によりかん養された農業用水の有効利用を図るこ

とを普及促進するために要する経費

かんばつ被害の解消､ 畑地かんがいによる営農の合理化､

農業用水の都市用水への転換の促進等の事業を実施するた

めに要する経費

農業の生産性の向上､ 効率的・安定的な農業経営の確立等

を促進するために必要なきめの細かい土地基盤の整備を行

う団体への助成に要する経費

農業用用排水施設､ 農道､ 区画整理等畑地帯の総合的な整

備に要する経費
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11. 県営中山間総合整備事 411,915 635,186

業 補◯

12. 団体営中山間総合整備 35,024 265,223

事業 補◯

13. 団体営中山間ふるさと 14,281 69,010

・水と土保全モデル事

業 補◯

14. 団体営農免道路整備事 51,338 226,800

業 補◯

15. 新農業水利システム保 4,410 21,300

全対策事業 補◯

16. 団体営中山間地域果樹 35,947 20,132

農業再生基盤整備モデ

ル事業 補◯

17. 基幹水利施設ストック 312,270 285,800

マネジメント事業 補◯

18. 新◯農村総合整備事業 補◯ 47,795 ―

19. 新◯農村地域エコエネル 52,500 ―

ギー導入プロジェクト

事業 補◯

20. 新◯急傾斜園地再編整備 120,325 ―

推進事業 補◯

Ⅲ 農地防災事業費

１. 県営ため池等整備事業補◯ 246,068 721,775

２. 地すべり防止対策事業補◯ 93,450 158,340

３. 県営ため池調査事業 補◯ 21,000 21,000

４. 震災対策ため池調査事 7,426 8,000

業 単◯

５. ため池保全体制支援事 2,000 2,000

業 補◯

６. 津波・高潮危機管理対 10,000 70,000

策緊急事業 補◯

７. 県営中山間総合農地防 63,755 65,310

災事業 補◯
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中山間地域の農村の活性化を図るため､ 生産及び生活環境

基盤の整備を総合的に実施するために要する経費

中山間地域の農村の活性化を図るため､ 生産及び生活環境

基盤の整備を総合的に実施する市町村への助成に要する経

費

周辺環境整備をモデル的に実施する市町村への助成に要す

る経費

農業生産の近代化及び農業生産物の流通の合理化を図り､

農村環境の改善に資するため､ 農道整備を実施する市町村

への助成に要する経費

担い手への農業水利システム管理の集中・増大といった農

地の利用集積への制約要因を除去し､ 担い手育成に資する

合理的な水利用と管理の省力化を図るために要する経費

自然的・社会的諸条件の不利な中山間地域の果樹園におい

て､ 優良品種への転換や老木園の若返りに取り組むことに

併せて条件的不利克服のため生産基盤の整備をモデル的に

行う団体に対する助成に要する経費

施設の長寿命化の観点に立ち､ 的確な施設の予防保全を実

施し､ ライフサイクルコストの低減と施設管理の合理化を

図るために要する経費

生産基盤整備及び生活環境整備と併せて都市と農村の交流

促進の条件整備を図り､ 活力ある農村地域にするための整

備を実施する市町村への助成に要する経費

農村地域に存在する自然エネルギーを有効活用し､ 農家経

営の安定を図るとともに地球温暖化対策を図るために要す

る経費

市町村等が主体となって進める園内の単軌道 (モノレール)

の乗用タイプへの切替と作業道整備を支援することにより､

高齢者が楽に作業や移動ができる園地作りを推進し､ 優良

果樹産地を維持するために要する経費

災害を未然に防止するため､ 老朽ため池等を整備して施設

の機能回復を図るために要する経費

地すべり地域内の承水路・排水路等の整備に要する経費

防災上､ 重要なため池を対象として緊急点検を行うととも

に､ ため池諸元､ 危険度等の詳細情報について一元的なデー

タベース化に要する経費

防災対策推進地域の中で､ 地震及び津波により下流の民家

や公共施設､ 避難路・避難所等に重大な被害が懸念される

ため池の実態調査に要する経費

ため池の水難事故防止及び保全活動の啓発・普及に要する

経費

南海・東南海地震の発生が懸念されるため､ 海岸保全施設

の耐震化を図るために要する経費

中山間地域において､ 農用地・農業用施設の災害を未然に

防止するため､ 老朽化したため池や農業用排水路､ 農地保

全上必要な土留工を総合的に整備するために要する経費



〈農 業 生 産 局〉
� �

果 樹 園 芸 課
Ⅰ 農業改良普及費

１. 普及活動機能強化事業 10,543 11,023

補◯単◯

２. アグリミズ等チャレン 2,634 3,213

ジ21事業 単◯

Ⅱ 農 業 振 興 費

１. 果樹立国わかやま活性 20,000 161,000

化事業 補◯

２. 果実生産出荷安定基金 59,284 57,651

事業 単◯

３. 日本一うめ産地支援事 61,278 64,840

業 補◯単◯

４. 和歌山の野菜花き産地 19,745 16,681

活性化事業 単◯

５. わかやま食育推進総合 7,863 10,326

対策事業 補◯単◯

Ⅲ 農作物対策費

１. 生産調整推進対策事業単◯ 5,374 6,108

２. 野菜価格安定事業 単◯ 12,203 27,500

Ⅳ 土壌肥料対策費

１. エコ農業推進モデル事 2,723 3,204

業 補◯単◯

Ⅴ 植 物 防 疫 費

１. 農作物病害虫対策事業 6,318 6,768

補◯単◯

２. 農作物鳥獣害対策強化 142,474 65,011

事業 補◯単◯

３. わかやま農産物安心プ 10,308 10,911

ラス事業 単◯
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機材整備､ 普及指導員の研修等､ 円滑な普及事業を実施す

るために要する経費

農村女性の起業活動及び農業経営・栽培技術向上を促進す

るために要する経費

全国有数の和歌山の果樹をさらに発展させることを目的と

して､ 共同利用施設等の整備により産地の体制強化を図る

ために要する経費

果樹農家の経営安定のため､ 生産調整や出荷調整によるう

んしゅうみかんの需給調整や集中出荷がある場合の市場隔

離を図るとともに､ 他の品目における加工仕向けによる出

荷調整を図る資金造成に要する経費

うめ生育不良の産地対策として､ 改植更新及び土壌改良等

樹勢回復事業を実施し生産安定を図り､ 日本一のうめ産地

を支援するために要する経費

野菜花きの高品質生産､ 低コスト化やオリジナル品種の産

地化により､ 産地の活性化を推進するために要する経費

県食育推進計画に基づき､ 食育を総合的かつ計画的に推進

するとともに､ 本県農業農村の活性化と自給率向上を目指

した食育・地産地消の推進に要する経費

生産調整方針の適切な運用等に関する助言､ 指導に要する

経費

野菜供給の安定と農家経営の安定を図ることを目的に､ 市

場価格の低落時に生産者に対し価格補てんを行うための基

金造成に要する経費

土づくりを基本とした､ 化学肥料・化学農薬に過度に頼ら

ない､ 環境にやさしいエコ農業の推進を図るとともに､ 有

機・特別栽培認証制度を活用したエコ農産物の高付加価値

化と消費拡大を図るために要する経費

県内農作物の病害虫発生状況調査観察機能の充実､ 病害虫

発生予察の実施と予察情報の迅速な提供､ 病害虫の防除技

術の導入指導等の病害虫対策に要する経費

野生鳥獣による農作物被害の深刻な地域において被害防止

対策を実施し､ 中山間地域の活性化を図るとともに､ 適正

狩猟を推進するために要する経費

県内農作物の安全確保を一層推進するため､ 選果場等にお

いて出荷前の残留農薬検査を実施するとともに､ 消費者へ

の積極的なＰＲを行うために要する経費
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Ⅵ 農業大学校費

１. 養成事業 補◯単◯ 9,347 10,256

２. 研修事業 補◯単◯ 1,596 1,799

３. 社会人課程事業 単◯ 1,886 1,946

畜 産 課
Ⅰ 畜 産 振 興 費

１. 熊野牛ブラッシュアッ 3,011 3,593

プ推進事業 単◯

２. 養鶏・養蜂振興事業 単◯ 1,556 1,660

３. 畜産就農活性化事業 単◯ 1,432 1,876

４. 畜産経営指導事業 受◯単◯ 8,332 8,283

５. 畜産バイオマス利活用 4,977 6,152

推進事業 単◯

６. ジビエで地域おこし！ 3,054 5,125

事業 単◯

Ⅱ 家畜保健衛生費

１. 家畜伝染病予防事業補◯単◯ 10,260 13,130

２. 家畜診療及び人工授精 26,329 26,314

事業 受◯単◯

３. 家畜衛生技術指導事業 9,642 8,685

補◯受◯

経 営 支 援 課
Ⅰ 農 業 総 務 費

１. 農業経営基盤強化促進 8,304 8,767

対策事業 単◯

２. 農地保有合理化事業補◯単◯ 7,434 8,177
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農業､ 農村の担い手を養成するために要する経費

農業の担い手育成のための研修に要する経費

就農を希望する社会人を実践的に訓練するために要する経

費

本県優良牛 ｢熊野牛｣ の生産基盤の充実を図るとともに､

熊野牛に対する認知度の向上と出荷体制の確立を図るため

に要する経費

脱塩濃縮梅酢を利用して生産する本県ブランド品 ｢紀州梅

どり・梅たまご｣ の生産基盤の強化を図る等養鶏振興を図

るとともに､ みつばち分布の適正化等養蜂振興を図るため

に要する経費

畜産就農希望者に情報や実践する場を提供し､ 後継者及び

新規就農者の確保を図るとともに､ 新規就農に適した特用

家畜の振興を図るために要する経費

畜産農家の経営技術改善と経営安定を図るため､ 経営診断

指導､ 研修会及びコスト低減のための助言等総合的な指導

に要する経費

畜産環境の改善を支援するとともに家畜たい肥の効果的な

利用を推進し､ 耕畜連携による地域と調和した健全で安定

的な資源循環型の畜産経営の確立を図るために要する経費

農作物の被害防止のため捕獲されたイノシシ､ シカを食肉

として利用をするため､ 流通体制の確立及び安全・安心の

確保を図るために要する経費

家畜伝染病の発生予防と伝染病が発生した場合のまん延防

止を図るために要する経費

家畜の疾病を予防して畜産農家の経済損失の軽減を図ると

ともに､ 優秀な種雄牛の精液を活用して畜産の振興を図る

ために要する経費

飼養規模の拡大､ 疾病の複雑化､ 畜産物の安全性確保等の

家畜衛生上の課題に適切に対処するとともに､ 動物用医薬

品の品質確保及び適正な使用を推進するために要する経費

生産性の高い農業構造を確立するため､ 認定農業者等担い

手の育成確保等の活動を展開するために要する経費及び農

業サポート体制の強化に向けた活動に対する支援に要する

経費

農業構造の改善に向けて農地保有の合理化を効率的に推進

するため､ (財) 和歌山県農業公社の行う業務の助成に要

する経費
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３. 和歌山版果樹産地づく 20,525 29,913

り総合支援事業 補◯単◯

Ⅱ 農業改良普及費

１. 農業担い手対策事業補◯単◯ 6,811 7,221

２. 就農支援センター運営 9,952 13,142

事業 単◯

Ⅲ 農業経営対策費

１. 農業活性化支援事業 補◯ 3,377,082 1,534,232

Ⅳ 農業協同組合指導費

１. 農協運営指導事業 単◯ 1,438 1,438

Ⅴ 農業金融対策費

１. 農業近代化資金等運営 71,232 75,430

管理事業 単◯

２. 生活営農資金融資事業単◯ 4,612 7,080

３. 農業経営基盤強化資金 3,740 3,041

利子補給事業 単◯

Ⅵ 農業共済団体指導費

１. 農業共済指導事業 単◯ 628 648

〈森林・林業局〉

林 業 振 興 課
Ⅰ 林 業 総 務 費

１. 紀の国森づくり基金活 265,000 265,000

用事業 単◯

２. 紀の国森林管理推進事 14,150 12,418

業 補◯単◯
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本県果樹産地の特性に応じ､ 農協選果場等を単位とする新

たな組織の育成を図るとともに､ 農地の担い手への集積と

耕作放棄地の解消を促進させるために要する経費

青年農業者の経営安定に向けた支援及び地域農業リーダー

等の育成に要する経費

農業を始めたい方への就農相談､ 技術修得研修や就農後の

サポートなど､ 担い手の確保を図るために要する経費

農村と都市との地域間交流を促進し､ 農村の活性化を図る

ための各種施設整備等に要する経費

農協事業運営の一層の高度化・効率化の推進及び県内小学

生を対象とした農林水産業に関する啓発活動の推進に要す

る経費

農業者等が資本装備の高度化を図るために農協等から借り

入れた農業近代化資金､ 中山間地域活性化資金､ 特定農産

加工業体質強化資金に対し､ 金利軽減措置として利子補給

を行うために要する経費及び制度資金の適正活用に要する

経費

農林漁業者が経営安定と生活環境の整備を図るために農協

等から借り入れた生活営農資金に対し､ 金利軽減措置とし

て利子補給を行うために要する経費

農業経営基盤強化促進法等による認定を受けた農業者が､

計画を達成するために借り入れた農業経営基盤強化資金に

対し､ 金利軽減措置として利子補給を行うために要する経

費

農業共済組合の健全な運営を図るための業務指導等に要す

る経費

森林環境の保全及び森林と共生する文化の創造を図るため､

普及・啓発､ 森林整備､ 森林の公有林化､ 森林資源の利活

用及び県民が幅広く参加するための公募型事業を行うため

に要する経費

民有林に関する森林資源の現況調査､ 分析､ 森林計画の策

定及び森林計画樹立に必要な森林資源管理システムの保守

管理並びに森林審議会の運営に要する経費
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３. 林業普及指導事業 補◯単◯ 6,123 7,161

４. 林業担い手社会保障制 25,649 34,231

度等充実対策事業 単◯

５. 森のチカラ再生サポー 106,200 129,139

ト事業 単◯

６. 紀州材供給体制整備支 15,825 17,876

援事業 単◯

Ⅱ 林 業 振 興 費

１. 森林整備地域活動支援 315,558 304,358

交付金事業 補◯

２. 紀州材需要創出事業 単◯ 132,465 134,355

３. 紀州材販売プロジェク 12,385 14,677

ト事業 単◯

４. 新◯紀州材加工流通施設 550,964 ―

・木造公共施設等整備

加速化事業 補◯

森 林 整 備 課
Ⅰ 林 業 総 務 費

１. 保安林整備管理事業補◯単◯ 10,995 10,400

２. ｢企業の森｣ 推進事業単◯ 5,532 6,028

Ⅱ 森林病害虫防除費

１. 森林病害虫等防除事業 34,410 39,062

補◯単◯

Ⅲ 造 林 費

１. 優良種苗育成事業 単◯ 3,574 4,117

２. わかやま森林と緑の公 261,146 247,546

社事業 単◯
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林家の知識・技術を高め地域林業の振興を図るため､ 林業

普及指導員を配置し､ 普及指導活動を行うために要する経

費

林業事業体の体質強化を図り､ 林業労働者の社会保障の充

実､ 林業新規参入者の確保・育成を促進するために要する

経費

低コスト林業に取り組む森林組合等が実施する立木ストッ

ク団地の基盤整備を支援するために要する経費

低コスト林業を推進し､ 紀州材の増産に向けた供給体制の

早期構築を図るため､ 高性能林業機械のリース導入を支援

するために要する経費

森林の多面的機能の高度発揮と計画的かつ適切な森林整備

を促進するため､ 森林の現況調査やその他の作業に対し､

交付金交付による森林所有者等への支援を実施するために

要する経費

紀州材の需要拡大を図るため､ 公共施設等や民間住宅への

紀州材利用を促進するとともに､ 紀州材の新たな活用を図

る企業等を支援するために要する経費

紀州材生産販売プランの達成に向け､ ６万�の増産に対応

した加工・販売体制を支援するために要する経費

木材加工流通施設の整備及び紀州材を利用した公共施設等

の整備を促進し､ 地域における森林整備の加速化と間伐材

等の森林資源を活用した林業・木材産業等の地場産業の再

生を図るために要する経費

国から権限を委任されている保安林及び知事権限に係る保

健・潮害防備等保安林の整備並びに全保安林の適正な維持

管理を行い､ 保安林機能の充実強化を図るために要する経

費

環境貢献に関心のある民間企業等の資金や人材の導入を図

ることで､ 産官連携した森林整備・環境貢献等を進めるた

め､ 参画企業等の連携と新たな企業等の誘致促進に要する

経費

森林病害虫等防除法に基づき､ 特別防除､ 地上散布､ 伐倒

駆除等の防除対策を行い､ 松くい虫被害を軽減させること

に加え､ 森林病害虫等による森林への加害を防止し､ 森林

の保全を図るために要する経費

林業総生産の増大及び林業の安定的発展を図るため､ 優良

な種苗を育成・供給するために要する経費

わかやま森林と緑の公社が行う下刈､ 間伐などに必要な資

金の貸付に要する経費
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３. 植物公園緑花センター 68,091 71,114

事業 単◯

４. やすらぎの森創造・体 16,387 6,552

験事業 単◯

５. 木の国森林づくり事業 355,629 983,405

補◯

６. 全国植樹祭準備事業 単◯ 79,932 13,551

７. 新◯間伐・里山再生加速 304,029 ―

化事業 補◯

Ⅳ 治 山 費

１. 一般治山事業 補◯ 1,926,877 1,931,628

２. 地すべり防止事業 補◯ 213,264 174,962

３. 県土防災対策治山事業単◯ 75,000 75,000

Ⅴ 県 有 林 費

１. 県有林経営管理事業 単◯ 26,741 14,128

山 村 整 備 課
Ⅰ 林業構造改善対策費

１. 森林資源活用施設等整 6,462 6,939

備事業 補◯

２. 機械化林業推進事業 補◯ 65,225 120,339

３. 新◯高性能林業機械等導 41,384 ―

入加速化事業 補◯

Ⅱ 山村振興対策費

１. 山村振興等農林漁業特 34,122 72,556

別対策事業 補◯

Ⅲ 林 道 費

１. 補助林道事業 補◯ 701,237 862,567
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緑花センターの管理運営を指定管理者に委託することによ

り､ 緑と花を楽しめる野外レクリエーション施設として良

好に運営するために要する経費

森林の恵みを広く県民にＰＲするとともに､ 森林ボランティ

ア等ＮＰＯ団体と連携しながら､ 県民一人ひとりが参加し

体験する森林づくりを目指すために要する経費

県土の保全､ 水資源のかん養及び自然環境の保全等､ 多様

な機能を総合的に発揮させるための森林整備に対する補助

に要する経費

平成23年春季に開催する第62回全国植樹祭の開催準備に要

する経費

未整備森林の解消並びに里山の整備を推進するための森林

整備に対する補助に要する経費

保安林機能の維持造成を行い､ 県土の保全とあわせて山地

に起因する災害から県民の生命・財産を守るために要する

経費

地すべり指定地域内において､ 抑止工事等を実施し､ 災害

の未然防止を図るために要する経費

人家・公共施設に被害を及ぼす山崩れ及び治山施設災害等

のうち国庫補助の対象とならない小規模災害に対し､ 県営

及び市町村補助により対策工を実施するために要する経費

県有林の造成に必要な保育管理等に要する経費

適切な森林の管理や林業の持続的かつ健全な発展のため､

望ましい林業構造の確立､ 木材利用及び木材産業の体制整

備に関連する諸施策を､ 効果的かつ効率的に実施するため

に要する経費

低コスト林業を推進し､紀州材の安定供給を図るため､ 高

性能林業機械の導入を支援するために要する経費

素材生産における林業の生産性を高め､ 林業労働環境の改

善を図り､ 県内の森林の健全な育成に資するため､ 高性能

林業機械等の導入を加速化するために要する経費

山村等中山間地域の振興を一層促進するため､ 地域の基幹

産業である農林漁業の活性化を図るとともに､ 歴史・伝統

文化､ 自然環境等地域固有の特性を生かした市町村等の自

主的取組の総合的支援措置に要する経費

林業生産コストの低減・就労条件の改善及び森林整備の促

進を図るため､ 林道網の整備を計画的に推進するために要

する経費
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２. 新◯森林路網整備加速化 182,000 ―

事業 補◯

〈水 産 局〉

水 産 振 興 課
Ⅰ 水産業総務費

１. 水産業振興事業 単◯ 5,468 8,336

Ⅱ 水産業振興費

１. 栽培漁業推進事業 単◯ 2,714 2,910

２. 栽培漁業センター運営 53,714 59,789

事業 単◯

３. 漁家民泊推進事業 単◯ 4,160 5,200

Ⅲ 水産業協同組合指導費

１. 漁協等経営基盤強化対 3,310 7,210

策事業 単◯

Ⅳ 漁業構造改善費

１. 水産基盤整備事業 補◯ 174,382 184,632

２. 漁業経営構造改善事業補◯ 61,325 43,832

資 源 管 理 課
Ⅰ 水産業振興費

１. 内水面漁業振興対策事 9,840 9,840

業 単◯

２. 漁場環境保全等モニタ 2,479 2,853

リング事業 補◯単◯

３. 資源管理・回復推進事 8,815 9,336

業 補◯

４. 強い養殖業づくり事業単◯ 3,226 2,550
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間伐等の森林整備を飛躍的に促進するとともに､ 生産性の

高い林業を実現するため､ 間伐地と林道等を結ぶ基幹作業

道の路網整備を行うために要する経費

本県水産業の振興､ 漁業者の収益拡大を図るため､ 水産物

販路開拓アドバイザーを活用し､ 流通販売戦略の強化対策

を実施するために要する経費

栽培漁業の推進を図るため､ 稚魚等の放流に関する調査・

指導及び栽培漁業推進協議会の開催に要する経費

栽培漁業基本計画の効率的な実施を図るため､ (財) 和歌

山県栽培漁業協会が運営する県栽培漁業センター及び北部

栽培漁業センターの運営委託に要する経費

漁村地域の活性化と漁家経営の安定化を図るため､ 民泊を

促進するための漁家の施設整備や地域資源を活用した漁業

体験等の支援に要する経費

漁業を取りまく情勢の変化に対応するために実施した信用

事業の統合に際し､ 漁協が借り入れた統合不足資金に対す

る利子補給に要する経費

沿岸漁場の整備拡充を図るため､ 魚礁設置等の県営事業及

び市町営事業への補助に要する経費

沿岸漁場の高度利用を促進し､ 水産物の安定供給を確保す

るための生産基盤及び近代化施設の整備等の補助に要する

経費

本県の主要河川において､ 減少傾向にあるアユ等の内水面

漁業資源の増大を図るため､ アユ等の種苗の放流及び産卵

場の造成整備等を行うために要する経費

海底漁業障害物等の除去及びゴミ等河川流出物等の掃海を

行い漁場の維持保全を図り､ また赤潮・貝毒調査及びTBT

検査を行い漁業被害の防止・軽減を図るために要する経費

漁獲量管理のためのシステム整備及び県計画の策定並びに

資源回復計画の策定・進行管理のための経費

魚種毎に意欲ある生産者グループを支援し､ 生産性の向上､

品質の改善､ 安全対策を講じ本県養殖魚のブランド化と販

路拡大を図るために要する経費
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Ⅱ 漁 業 調 整 費

１. 新◯漁船漁業構造改革 15,159 ―

(中型まき網再編) 事

業 単◯

Ⅲ 漁 業 取 締 費

１. 漁業取締事業 単◯ 24,680 82,789
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中型まき網漁業を対象にした漁業資源の持続的利用と経営

の安定を図るため､ 船団のスリム化等再編を行い､ 構造の

改革を実施するために要する経費

漁業秩序の維持確立を図るため､ 漁業違反船舶に対する取

締りに要する経費


